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要約 

 シカによる食害の防除対策において単木保

護は、シカ柵、忌避剤散布に比べ確実に食害

を防除できるものの、その設置コストが高い

ことが課題となっています。そこで、安価で

ホームセンターで簡単に入手できる玉ねぎ包

装用ポリネットを利用したシカ食害対策の単

木保護を開発し、実用化しました。 

開発初期のもので生じた苗木の曲がりを解

消するため、ネットの上部に円環状の補強部

材を取り付けてネットが筒状を保てるよう改

良を重ね５年をかけて実用化に辿り着きまし

た。 

事業発注の参考とする仕様書（資材規格・

数量表、設置要領、作設標準図）を作成して、

広く利用に供するよう公開し実施していま

す。 
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１ 課題を取り上げた背景と開発の目標 

シカによる食害の防止対策にはそれぞれ課題

があります。シカ柵は高い確率で壊れ、一端入

ってしまったシカを追い出すことは極めて困難

です。忌避剤は効果が低いという課題がありま

す。単木保護は、確実に食害を防止できますが、

シカ柵や忌避剤散布に比較して設置コスト（既

製品の場合 320 万円／ha）がかさむことが課題

となっています（表―１）。そこで、容易に入

手でき安価な農業用包装資材（玉ねぎ包装用ポ

リネット）を用いた単木保護を開発し、設置コ

ストを 200 万円／ha（約６割程度）に削減する

ことを目標にしました（図―１）。   

（表―１ シカ食害対策の種類と設置コスト・課題） 

（図―２ 開発から実用化までの経緯） 

（図―１ 開発の目標） 
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２ 開発結果 

（開発から実用化までの経緯）  

安価でホームセンターで簡単に入手できる農

業用包装資材（玉ねぎ包装用ポリネット）を用

いた単木保護のプロトタイプを製作しました。  

玉ねぎネットプロトタイプと既製品を比較対

照して開発テストを行い、テスト結果を踏まえ

プロトタイプを改良し実用化しました。  

実用化のために、事業発注のための資料を作

成し、公開と普及展開を行いました。（図―２、

図―３）。  

 

（プロトタイプの改良）  

プロトタイプは、ネットがくしゃっとなり上

部が筒状を保てず蓋をしてしまい、苗木に曲が

りが多く生じました。  

そこで、上部に円環状の補強部材（針金(線径

#12 約 2.6mm)）を取り付けて筒状を保つように

プロトタイプを改良しました（図－４、図－５）。 

 

（開発結果）  

設置コストについて、既製品が 326 万円 /ha だ

ったのに対し、玉ねぎネット改良版は試算値で

すが 236 万円 /ha で、100 万円 /ha 弱コストを削

減でき、既製品の７割程度になりました。  

改良版は少量での試作のため資材費がかかり

増し、試行錯誤で人件費がかかり増しになった

ので、今後、一層のコスト削減によって既製品

の６割という削減目標を見込んでいます（表―

２、表―３－ア、表―３－イ）。   

（図―３ 玉ねぎネット改良版と既製品（右） 

（図―４ プロトタイプの改良） 

（図―５ 改良版の設置） 

（表―２ 開発テストの結果） （表―３―ア 設置コスト（１本あたり）） 
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３ 実用化のための条件整備  

事業発注の参考となる仕様書記載例を作成し

ました。  

（仕様書）  

仕様書作成のポイントは図－６のとおりで

す。左の「仕様書のポイント」は、仕様書に記

載して実施する事項のポイントです。右の「仕

様書の具体的記載例」は、「仕様書のポイント」

を実際に仕様書に記載する場合の、具体的な記

載例です。  

図－８は、完成した仕様書です。３つの項目

から構成しています。  

１つ目が、資材規格・数量表です。  

２つ目が、設置要領です。  

３つ目が、作設標準図です。  

そのまま仕様書として事業発注に使えるもの

としました  

 

４ 実用化のための公開と普及展開 

実用化のために公開と普及展開を行いまし

た。  

事業発注に供するため、オープンソースによ

る公開を行っています。仕様書を公開し、利用

に提供しています（図―９）。  

３つの手法で公開と普及展開を行っています

（図―10）。  

ウェブサイトで仕様書を公開しています。タ

イトルは、「玉ねぎネット発注セットあります。」

というキャッチフレーズにしました。  

パンフレットを製作し、林業事業体に配布し

ています。  

玉ねぎネットの技術交流会を企画します。  
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（図―６ 仕様書の構成） 

（表―３－イ 設置コスト（ha 当たり）） （図―５ 開発テストの結果（食害防止効果）） 

（表―３―イ 設置コスト（１本あたり）） 

  

   

    

        

   

            

（図―７ 仕様書記載例） 
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１）ポリネットによる二ホンカモシカ対策（高

柳敦、西村知記  林業新知識 2010.12） 

２）かもしかの会関西 ポリネット 

 

 

（図―９ 実用化のための公開と普及展開） 

（図―８ 事業発注に供するための公開） 
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